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厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 

（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（移植医療基盤整備研究分野）） 

平成29年度 分担研究報告書 

 

『骨髄バンクコーディネート期間の短縮とドナープールの質向上による造血幹細胞移植の 

最適な機会提供に関する研究』 

 

分担課題名：骨髄バンクドナー登録とバンクコーディネートに関するソーシャルマーケティング手法を

用いた調査研究 

 

研究分担者 黒澤彩子 国立がん研究センター中央病院/造血幹細胞移植科医長 

 

研究要旨  

骨髄バンク登録の啓発手法の開発と、バンクコーディネートの迅速化につながる介入の

開発を目的とした基盤情報として、骨髄バンク登録や幹細胞提供というドナーの行動と関

連する行動経済学的・心理学的要因を探索する。骨髄バンク登録者のうちコーディネート

開始に至ったドナーと至らなかったドナーの両者に聞き取り調査を行う。予定症例数 20

名のインタビュー終了後、仮説を構築し、適合通知資材の改良や、仮説を確認・強化する

べく将来予定されている多数例アンケート調査につなげる。 

 

Ａ. 研究目的 

骨髄バンク登録の啓発手法の開発と、バンクコー

ディネートの迅速化につながる介入の開発を目的と

した基盤情報として、骨髄バンク登録や幹細胞提供

というドナーの行動と関連する行動経済学的・心理

学的要因を探索する。 

 

Ｂ. 研究方法 

【１】対象 

骨髄バンク登録者のうち適合経験があり、①コーデ

ィネート開始に至ったドナー（幹細胞提供者、コー

ディネート途中終了の両者を含む）、②コーディネ

ート開始に至らなかったドナーの2群を対象とし、目

標症例数はそれぞれ10名、計20名を予定する。 

【２】調査方法 

研究参加者候補に対して説明後、書面による同意を

得たうえで、インタビュー担当者による半構造化面

接法に則った探索的インタビュー調査を行う。イン

タビューはソーシャルマーケティング手法を用いた

面接法の経験を十分に有するものが担当する。発言

録より骨髄バンク登録や幹細胞提供というドナーの

行動に関連する行動経済学的・心理学的要因を探索

し、仮説を構築する。 

 

＜倫理面への配慮＞ 

研究参加者候補には質問する機会、および同意す

るかどうかを判断するための十分な時間を与え、本

研究の内容を良く理解したことを確認したうえで、

自由意思による同意を得る。本研究事務局、またイ

ンタビュー担当者にわたる個人情報はインタビュー

で得られた年齢、性別、職業、家族構成のみが含ま

れる録音電子ファイルである。インタビュー調査担

当の外部委託先研究協力者（株式会社キャンサース

キャン）は、委託契約書に基づき、調査後に国立が

ん研究センター外に個人情報や調査結果を持ち出す

ことはない。それらの情報や調査結果は国立がん研

究センターの研究事務局が厳重に保管する。 

 

Ｃ. 研究結果 

国立がん研究センター研究倫理審査委員会にて承認

後、平成29年1月から5月にかけて、幹細胞提供者8名、

コーディネート開始後途中終了ドナー5名、コーディ

ネート未開始ドナー5名、計18名のインタビューが行

われた。インタビュー調査担当キャンサースキャン

社により、発言録の作成、仮説構築が行われた。 
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どのような要因が行動意図に影響するかに着目す

る“計画的行動理論（Aizen, 1985）”を分析の前提

となる行動科学モデルとして当てはめ、検討が進め

られた。幹細胞提供に至ったドナーのインタビュー

調査結果からは、高いモチベーションの維持・献血

回数の多さ、仕事や家庭の生活面での調整などの要

因が行動を規定している可能性が示唆された。今回

インタビューに参加した途中終了ドナーの調査結果

からは、終了ドナーは提供ドナーと同様の高いモチ

ベーションを持つものの、仕事や生活面における障

害のコントロールが出来なかったことが終了の理由

となっており、企業や家族における理解を高めるた

めの対策が有用となり得ることが示唆された。一方

で、終了ドナーの中には、幹細胞提供の負担は許容

できないと自らが判断したケースもあり、ボランテ

ィアの意図はあるものの、許容できる負担には段階

があることも予測され、更に多数例によるドナーの

行動と社会心理学的要因の確認が必要であると考え

られた。 

平成29年4月～5月にはコーディネート経験ドナ

ーを対象としたアンケート調査を行い、870 人に発

送、44％の385人より回答が得られた。ロジスティ

ック回帰では、本人の協力度が非常に高いこと、不

安が少ないこと、職場・家族の調整や説得が難しく

ないことが、幹細胞提供に至りやすい有意な要因で

あった。献血回数 11 回以上であることは、単変量

解析にてオッズ比2.5を示した。雇用状態にあるド

ナーの検討では、年休のとりやすさが幹細胞提供に

至りやすい有意な要因であった。終了群における提

供できなかった理由は“仕事への影響”が43％、“家

族の反対”21％、“家庭生活への影響”15％、“リス

ク・不安・怖さ”11％であった。 

 

Ｄ. 考察 

骨髄バンクドナーを対象とした18人のインタビュ

ー調査と385人の郵送アンケート調査を行った。本調

査から、幹細胞提供に関連する要因として、ドナー

本人の協力度や職場・家庭生活の調整などが抽出さ

れた。今後、より詳細な大規模調査により、ドナー

の心理社会的要因と、幹細胞提供行動の関連を検討

し、具体的な施策につなげたい。 

 

 

 

Ｅ. 結論 

骨髄バンクドナーにおいて、本人の協力度が非常に高

いこと、不安が少ないこと、職場・家族の調整や説得

が難しくないことが、幹細胞提供に至りやすい有意な

要因であった。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

【１】特許取得 

【２】実用新案登録 

【３】その他 

該当事項なし 


